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紙飛行機の普及活動のメインは紙飛行機教室です。年間を通じて全３８クラス、のべ受講者４８０名超の親子に紙飛行機の楽し
さを伝播しました。

１．紙飛行機教室

東京臨海広域防災公園・そなエリア東京

親子ペーパーグライダー教室 4/1, 5/13, 7/15

紙飛行機体験会 3/25, 5/6, 7/8, 8/5, 12/9

１日に５クラスを開催しますが、毎回ほぼ満員御礼の大盛況でした。また、リピータの家族も増えてきました。

そなエリア東京のロビーの一角で製作し、完成した機体は、広いヘリポート広場で飛ばします。都心の原っぱと
しては最高の空間で、隣はビッグサイト東京ですし、遠くにスカイツリーや東京タワー、ゲートブリッジを見なが
ら飛ばします。都心の空が一番大きい絶好の公園です。

参加者は歓声を上げて、汗だくで走ってくれました。また、毎回１０～１５名のスタッフに協力していただき、誠
にありがたく思っております。

完成した機体を使っていただき、まずは「飛ばす楽しさを体験」していただくイベントで
す。おりがみ飛行機のイメージで参加された方々は高性能フライトに驚きです。年間を
通して５回開催し、合計２７３名の方が参加されました。また、８月５日には日本航空協
会が主催するスカイフェスタのイベントとしても開催しました。

この体験が、紙飛行機教室への参加等につながると嬉しいです。機体は、年間約３０
機を公園管理事務所へ提供しましたので、来園者は貸出遊具としていつでも借りれま
す。

1/4

押上第二幼稚園 押上祭 2/18
これまで二宮康明先生がご担当されていた紙飛行機教室ですが、先生より引継いで継続開催してほしいとのご連絡をいただき、開催しま
した。幼稚園は近隣の江戸川区にあり、スタッフ３名が現地へ行きまして、幼稚園の卒業生や家族約１００名に二宮先生が設計された割り
ばしヒコーキの製作と調整を指導しました。

スカイカブⅣ（NPOバージョン）

横浜・桐朋学園 3/9, 3/23

桐蔭学園アフタースクールの幼稚部（３／９）と小学部（３／２３）
にむけての教室です。幼稚部では、「飛ぶもの大好き！」のコース

を開催し、釣竿で高く吊り下げられたかごに入った翼の模型が落
下すると園児が大歓声でした。小学部ではスカイカブⅣを製作し
て、音楽ホールで飛ばしました。

スタッフミーティング中 スカイカブⅣ コーチング風景
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２．模型飛行機教室

岡山・北庄中央棚田 11/10, 11/11

今回で５年目になりました。米の刈り取りが終わった棚田でのゴム動
力模型飛行機大会です。高学年向けのゴム動力模型飛行機と低学年
向けのスチレンコプターを製作しました。今年も天候に恵まれ、競技会
も開催しました。また、11/10は久米南町と同町教育委員会の後援をい
ただき、ＮＰＯらんたんのご協力を得て誕生寺小学校でも開催しました。
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岡山・北庄中央棚田 8/18

昨年に続き、夏の棚田のイベントは「タナダ
ン」です。ステプラーとハサミで簡単に製作でき
ますが、うまく飛ばすにはコツがありますよ。滞
空時間を競うミニゲームもあり、入賞者には美
味しい棚田米です。皆さん、いい笑顔ですね。

岡山・北庄中央棚田 8/19

棚田の夏休みのイベントです。交流館に宿泊され
た参加者へ新商品の「バルーングライダー」の教室
を開きました。

思いっきり投げてもゆっくり飛びますので、怪我を
する心配もなく、未就学の小さなお子さんも楽しんで
くださいました。

段ボールで機体を下から追いかけて
コントロールしています

神奈川・湘南住宅展示場 9/22

茨城・日立HONDA 10/14

航空宇宙青少年団 10/6

㈱イベントプラス社か
らの依頼で住宅展示
場でのスカイカブⅣの
教室を開催しました。

都合４回のクラスで４０
名の方々にご参加い
ただきました。

ＮＰＯ・航空宇宙青少年協会(ACAJ)とコラボした教室を江戸川区さくら
ホールで開催し、フライトは大島小松川公園自由の広場でした。
航空関係者の参加で調整法のご理解は流石でした。

理事のご紹介でＨＯＮＤＡジェットや車のリアウイングをまじえて
「つばさのひみつ」コースを開催しました。
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４．教材開発

バルーングライダー

（一社）日本航空宇宙学会(JSASS)が主催するスカイスポーツシンポジウムでの発
表です。会場は理事長が非常勤講師を担当している都立産業技術高等専門学校
（旧航空高専）でした。また、このシンポジウムでの発表は１９回目となりました。

今回のテーマは「ペーパーグライダーと地表面からはがれた直後のサーマルにつ
いての考察」でした。内容は①サーマルに関する伝説的なフライト４例、②サーマル
発生確率や発生条件、③サーマルの内部構造、④サーマルにのせるための機体
調整法、⑤サーマル発見法の提案などでした。

実際にサーマルに乗ってフライトされているハングラーダー・パラグライダーのベテ
ランパイロットからもご質問やアドバイスをいただきました。

５．講 演

２０１９年におきましても、より紙飛行機の普及活動に注力して参ります。
今後とも、引き続きご協力、ご支援をよろしくお願い申し上げます。
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第24回スカイスポーツシンポジウムでの講演 12/1

３．競技会

第24回二宮康明杯全日本紙飛行機選手権大会

有明地区予選会 4/8, 5/20, 7/22

決勝大会 11/3-4 岐阜県各務原市

「紙飛行機を飛ばす会 東京城東」が主催する有明地区予選会を、本ＮＰＯはサポートしています。

教室に参加してくださったファミリー他、近隣の紙飛行機愛好家が集まり３回で

９９人が競技に参加してくれました。ちなみに、お子さんの競技部門（規定１１）で
決勝進出者３０名の内、１１名は教室参加のお子さんでした。

応援のために決勝大会に行きました。今年は、教室参加のお子さんが準優勝されました。その帰りに、かがみがはら航空宇宙博物館と
中部国際空港（セントレア）に新設された「ＦＬＩＧＨＴ ＯＦ ＤＲＥＡＭＳ」でＢ７８７の試験機をじっくり学習しました。

「親子で飛ぶことを科学しよう」をコンセプトに、従来の教材をブ
ラッシュアップしていますが、今年はバルーングライダーを教材
化しました。

１０年前に二宮康明先生宅で「傘のビニール袋の飛行機」を研
究しましたが、その最終版に近いものができました。胴体はバ
レーボールなどの応援で使われるスティックバルーンです。翼は
スチレンペーパーです。スカイカブⅣを作るのは年齢的に幼いお
子さん達に思いっきり飛ばしても安全な機体です。

主催：日本紙飛行機協会

大会本部 決勝競技中

飛燕 B787試験機
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年間を通じて、各所に配布したチラシ（1,500部作成）です。2019年度版は1月末に完成予定です。ＨＰにも掲載します。
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